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１．2025年３月期の連結業績（2024年４月１日～2025年３月31日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 155,958 10.8 14,691 48.3 15,574 47.1 11,194 59.8
2024年３月期 140,732 11.1 9,905 28.1 10,585 29.5 7,004 33.9

(注) 包括利益 2025年３月期 10,719百万円( 4.3％) 2024年３月期 10,273百万円( 68.0％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年３月期 272.06 ― 19.5 15.1 9.4
2024年３月期 170.36 ― 14.2 11.0 7.0

(参考) 持分法投資損益 2025年３月期 ―百万円 2024年３月期 ―百万円

(注) 当社は、2024年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり当期純利益」を算定しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 105,229 61,229 58.2 1,487.75
2024年３月期 100,479 53,437 53.2 1,299.26

(参考) 自己資本 2025年３月期 61,228百万円 2024年３月期 53,434百万円

(注) 当社は、2024年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり純資産」を算定しております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2025年３月期 13,883 △1,104 △8,414 13,046
2024年３月期 9,939 △437 △6,016 8,524

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年３月期 ― 61.00 ― 144.00 205.00 2,822 40.1 6.3
2025年３月期 ― 24.00 ― 92.00 116.00 4,792 42.6 8.3
2026年３月期(予想) ― 35.00 ― 69.00 104.00 40.0

(注) (１)当社は、2024年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。2024年３月期に

ついては当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。2025年３月期及び2026年３月期(予想)につい

ては、当該株式分割後の数値を記載しております。なお、株式分割を考慮しない場合の2025年３月期及び2026年

３月期(予想)の年間配当金は、348円及び312円となります。

(２)2025年３月期における期末配当金116円には、創立70周年記念配当を７円含んでおります。



３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 160,000 2.6 15,000 2.1 15,800 1.5 10,700 △4.4 259.99

※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

期中における連結範囲の重要な変更に関する注記

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示に関する注記

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年３月期 41,964,000株 2024年３月期 41,964,000株

② 期末自己株式数 2025年３月期 808,875株 2024年３月期 837,039株

③ 期中平均株式数 2025年３月期 41,147,487株 2024年３月期 41,114,122株

(注) １．当社は、2024年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して、発行済株式数（普通株式）を算定しております。

２．期末自己株式数には、「株式給付信託（J-ESOP)」の信託財産として株式会社日本カストディ銀行（信託E口）

が保有する当社株式（2025年３月期 163,236株）が含まれております。また、株式会社日本カストディ銀行

（信託E口）が保有する当社株式（2025年３月期 166,351株）を、期中平均株式数の計算において控除する自

己株式に含めております。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、〔添付資料〕３ページ「１．経営成績等の概況」の「（４）今後の見通し」をご覧く

ださい。

（決算補足説明資料の入手方法）

当社は、2025年５月26日(月)に機関投資家・アナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。決算説明会にて使

用する決算補足説明資料は、開催後当社ホームページに掲載する予定です
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、海外における紛争の長期化による資源・エネルギー価格の高騰や世界的

な物価上昇の影響が続き、先行きは不透明な状況で推移しました。国内においても、個人消費やインバウンド需要

に回復の兆しが見られたものの、物価上昇の影響により消費者マインドが抑制され、景気の下振れリスクが懸念さ

れました。

不確実性の高い経済環境下で、当社グループを取り巻く建設業界では、建設資材価格の高騰が続き、加えて少子

高齢化に伴う労働力減少や慢性的な技術者不足という供給面での構造的課題を抱えております。このような厳しい

状況下においても、公共投資・民間投資は堅調に推移しており、大都市圏の再開発計画や製造業の国内回帰による

設備投資需要を着実に取り込みました。

売上高は、良好な建設需要を背景とした基本的な営業活動に加え、オフサイト生産やリモートメンテナンスの推

進など、当社ならではの付加価値創出提案にも取り組んだことで、155,958百万円(前年連結会計年度比10.8％増)と

なりました。利益面につきましては、売上高の伸びに対し、売上原価の伸びを低く抑えられたことにより営業利益

は14,691百万円(前年連結会計年度比48.3％増)となりました。これに伴い、経常利益は15,574百万円(同47.1％増)、

親会社株主に帰属する四半期純利益は11,194百万円(同59.8％増)となりました。

＜商品販売事業＞

商品販売事業におきましては、空調機器、制御機器、設備機器を中心とした機器販売と、販売した機器のスポッ

トメンテナンスや保守を行っております。特に都市部における再開発案件等の良好な受注環境を背景に売上高は

93,084百万円(前年連結会計年度比8.0％増)、売上総利益は19,721百万円(同10.7％増)となりました。

＜工事事業＞

工事事業におきましては、計装工事、管工事ほか各種工事の設計・施工と、施工工事に対するスポットメンテナ

ンスや保守を行っております。全国的に旺盛な需要に加え保守・メンテナンスも順調に伸びたことから、売上高は

65,303百万円(前年連結会計年度比14.8％増)、売上総利益は22,143百万円(同32.5％増)となりました。

以上の通り、厳しい経営環境の中にありながらも14年連続の増収という結果を達成することができましたが、建

設業界を取り巻く環境は刻々と変化しており、今後はより一層迅速な対応力が求められます。当社グループはこれ

らの変化を的確に捉え、2025年７月に創立70周年を迎える当社が長年にわたり築き上げてきたステークホルダーと

の強固な関係性を礎とし、持続的成長を実現するために、経営基盤のさらなる強化に取り組んでまいります。

（２）当期の財政状態の概況

（資産の状況）

当連結会計年度末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて4,749百万円増加し105,229百万円となりました。こ

れは、未収入金が490百万円、投資有価証券が464百万円それぞれ減少した一方で、現金及び預金の増加4,389百万

円、さらに、敷金保証金や出資金の増加による投資その他の資産その他の増加997百万円、さらに建設仮勘定が506

百万円増加したことが主な要因です。

（負債の状況）

当連結会計年度末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて3,041百万円減少し44,000百万円となりました。これ

は賞与引当金が1,041百万円及び未払法人税等が979百万円それぞれ増加した一方で、有利子負債が5,183百万円減少

したことが主な要因です。

（純資産の状況）

当連結会計年度末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて7,791百万円増加し61,229百万円となりました。こ

れは、退職給付に係る調整累計額が517百万円減少した一方で、親会社株主に帰属する当期純利益の計上から配当金

の支払を差し引いて利益剰余金が8,220百万円純増したことが主な要因です。

この結果、当連結会計年度末の自己資本比率は58.2％となり、前連結会計年度末から5.0%上昇しました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前連結会計年度末に比べて4,522百万円

増加し13,046百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度の営業活動の結果得られた資金は13,883百万円（前連結会計年度は9,939百万円の収入）となりま

した。これは、法人税等の支払額3,846百万円に加え、退職給付にかかる負債の減少720百万円により資金が減少し

たものの、好調な業績を背景に税金等調整前当期純利益15,872百万円を計上した他、減価償却費1,568百万円、賞与

引当金の増加1,034百万円により資金が増加したことが主な要因です。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度の投資活動の結果使用した資金は1,104百万円（前連結会計年度は437百万円の支出）となりまし

た。これは、投資有価証券の売却及び償還による収入933百万円があった一方で、有形及び無形固定資産取得による

支出1,510百万円及び敷金及び保証金の差入による支出425百万円があったことが主な要因です。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度の財務活動の結果使用した資金は8,414百万円（前連結会計年度は6,016百万円の支出）となりま

した。これは、主に長短借入金の純減額5,183百万円及び配当金の支払額2,977百万円によるものであります。

（４）今後の見通し

今後の事業環境につきましては、建設業界において都市部を中心とした再開発事業や民間の設備投資が継続され

るものと期待される一方で、エネルギー・原材料価格の高騰、資材供給面での制約および技能労働者の高齢化や現

場労働者数の減少が見込まれ、当社グループを取り巻く経営環境は不透明かつ厳しい状況が続くことが見込まれま

す。

このような状況に対応すべく、当社グループは人的資本への投資を重点戦略と位置づけ、社員一人ひとりの能力

開発や技術の継承、多様な人材の確保・育成に注力してまいります。人材こそが持続的成長の原動力であるという

信念のもと、働き方改革や職場環境の整備にも積極的に取り組み、業界の構造的課題を乗り越える組織力の強化に

努めてまいります。

当社グループは、これらの取り組みを具体化するために、現在の中期経営計画で掲げた「人にここちよい」企業

グループの実現を目指し、以下4点の戦略骨子を軸に今後の事業を推進してまいります。

1. 人財への投資

人財は社会的価値及び経済的価値の創造を支える重要な基盤であり、グループ全体で強化・投資を行ってい

きます。

2. ESG経営

全てのステークホルダーのために、環境・社会・ガバナンスの各視点で、具体的なアクションプランを推進

していきます。

3. コア事業の強化

幅広いソリューションをトータルで提供できる当社グループの総合力をさらに強化し、収益力・成長力を高

めていきます。

4. 海外事業の拡大

人財・体制の強化を進めながら、ソリューション・顧客層・エリアを広げることで、海外事業を拡大してい

きます。

これらの成長戦略により、中期経営計画の最終年度である2025年度の連結業績予想につきましては、売上高

160,000百万円（当連結会計年度比2.6％増）、営業利益15,000百万円（同2.1％増）、経常利益158,000百万円（同

1.5％増）、親会社株主に帰属する当期純利益10,700百万円（同4.4％減）を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの利害関係者の多くは、日本国内の株主、債権者、取引先等であり、また海外からの資金調達の必

要性が乏しいことから、会計基準につきましては日本基準を適用しております。

なお、IFRSの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,688 13,078

受取手形、売掛金及び契約資産 31,894 33,414

電子記録債権 8,849 7,448

棚卸資産 4,248 4,632

未収入金 1,811 1,321

その他 579 391

貸倒引当金 △93 △0

流動資産合計 55,978 60,285

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 13,922 14,327

土地 8,175 8,386

リース資産 1,217 1,210

建設仮勘定 16 523

その他 1,168 1,241

減価償却累計額 △4,230 △4,750

有形固定資産合計 20,269 20,938

無形固定資産

のれん 1,171 1,058

ソフトウエア 1,048 658

ソフトウエア仮勘定 38 184

その他 1,051 1,005

無形固定資産合計 3,310 2,906

投資その他の資産

投資有価証券 15,519 15,055

繰延税金資産 447 463

退職給付に係る資産 1,091 717

その他 3,939 4,937

貸倒引当金 △76 △75

投資その他の資産合計 20,921 21,098

固定資産合計 44,501 44,943

資産合計 100,479 105,229
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,388 16,561

電子記録債務 9,501 6,716

短期借入金 5,313 2,998

未払法人税等 2,295 3,274

賞与引当金 2,919 3,960

役員賞与引当金 14 15

その他 4,750 5,706

流動負債合計 39,184 39,235

固定負債

長期借入金 3,688 819

繰延税金負債 2,406 1,966

役員退職慰労引当金 149 179

退職給付に係る負債 108 137

その他 1,504 1,662

固定負債合計 7,857 4,764

負債合計 47,041 44,000

純資産の部

株主資本

資本金 1,857 1,857

資本剰余金 2,286 2,319

利益剰余金 40,439 48,660

自己株式 △222 △210

株主資本合計 44,360 52,626

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,459 7,065

為替換算調整勘定 846 1,285

退職給付に係る調整累計額 767 250

その他の包括利益累計額合計 9,074 8,601

非支配株主持分 3 0

純資産合計 53,437 61,229

負債純資産合計 100,479 105,229
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

売上高 140,732 155,958

売上原価 106,181 114,070

売上総利益 34,550 41,887

販売費及び一般管理費 24,645 27,196

営業利益 9,905 14,691

営業外収益

受取利息 42 50

受取配当金 283 400

仕入割引 414 422

不動産賃貸料 52 149

為替差益 - 7

雑収入 206 168

営業外収益合計 1,000 1,198

営業外費用

支払利息 100 77

貸倒引当金繰入額 62 -

不動産賃貸原価 2 94

支払保証料 85 91

為替差損 5 -

雑損失 65 50

営業外費用合計 320 314

経常利益 10,585 15,574

特別利益

固定資産売却益 63 1

投資有価証券売却益 656 302

特別利益合計 720 304

特別損失

固定資産売却損 689 7

関係会社出資金評価損 55 -

特別損失合計 745 7

税金等調整前当期純利益 10,560 15,872

法人税、住民税及び事業税 3,542 4,861

法人税等調整額 14 △181

法人税等合計 3,556 4,680

当期純利益 7,003 11,192

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △0 △2

親会社株主に帰属する当期純利益 7,004 11,194
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当期純利益 7,003 11,192

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,083 △394

為替換算調整勘定 433 439

退職給付に係る調整額 753 △517

その他の包括利益合計 3,270 △472

包括利益 10,273 10,719

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 10,275 10,722

非支配株主に係る包括利益 △1 △2
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

非支配

株主持分

純資産

合計資本金
資本

剰余金

利益

剰余金
自己株式

株主資本

合計

その他

有価証券

評価

差額金

為替換算

調整勘定

退職給付

に係る

調整

累計額

その他の

包括利益

累計額

合計

当期首残高 1,857 2,259 35,833 △261 39,688 5,376 412 14 5,803 - 45,492

当期変動額

剰余金の配当 △2,394 △2,394 △2,394

親会社株主に帰属

する当期純利益
7,004 7,004 7,004

自己株式の取得 △0 △0 △0

自己株式の処分 26 39 65 65

その他 △3 △3 △3

株主資本以外の項目の当

期変動額

（純額）

2,083 433 753 3,270 3 3,273

当期変動額合計 - 26 4,605 38 4,671 2,083 433 753 3,270 3 7,945

当期末残高 1,857 2,286 40,439 △222 44,360 7,459 846 767 9,074 3 53,437

当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

非支配

株主持分

純資産

合計資本金
資本

剰余金

利益

剰余金
自己株式

株主資本

合計

その他

有価証券

評価

差額金

為替換算

調整勘定

退職給付

に係る

調整

累計額

その他の

包括利益

累計額

合計

当期首残高 1,857 2,286 40,439 △222 44,360 7,459 846 767 9,074 3 53,437

当期変動額

剰余金の配当 △2,974 △2,974 △2,974

親会社株主に帰属

する当期純利益
11,194 11,194 11,194

自己株式の取得 - - -

自己株式の処分 32 12 45 45

その他 - - -

株主資本以外の項目の当

期変動額

（純額）

△394 439 △517 △472 △2 △474

当期変動額合計 - 32 8,220 12 8,266 △394 439 △517 △472 △2 7,791

当期末残高 1,857 2,319 48,660 △210 52,626 7,065 1,285 250 8,601 - 61,229
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 10,560 15,872

減価償却費 1,444 1,568

固定資産売却損益（△は益） 626 6

のれん償却額 567 206

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △656 △302

出資金評価損 55 -

受取利息及び受取配当金 △326 △450

支払利息 61 48

為替差損益（△は益） △4 4

貸倒引当金の増減額（△は減少） 41 △93

賞与引当金の増減額（△は減少） △37 1,034

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 684 △720

売上債権の増減額（△は増加） △3,223 62

棚卸資産の増減額（△は増加） 186 △371

未収入金の増減額（△は増加） 759 △107

仕入債務の増減額（△は減少） 1,326 △677

未払消費税等の増減額（△は減少） 893 426

その他 △17 823

小計 12,942 17,327

利息及び配当金の受取額 326 450

利息の支払額 △61 △46

法人税等の支払額 △3,267 △3,846

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,939 13,883

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △145 △106

定期預金の払戻による収入 1,156 240

有形固定資産の取得による支出 △1,410 △1,275

有形固定資産の売却による収入 281 7

無形固定資産の取得による支出 △124 △235

投資有価証券の取得による支出 △35 △39

投資有価証券の売却及び償還による収入 208 933

敷金及び保証金の差入による支出 △202 △425

その他 △165 △203

投資活動によるキャッシュ・フロー △437 △1,104
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,500 △20

長期借入れによる収入 3,954 -

長期借入金の返済による支出 △5,779 △5,163

配当金の支払額 △2,393 △2,977

その他 △297 △253

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,016 △8,414

現金及び現金同等物に係る換算差額 100 157

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,586 4,522

現金及び現金同等物の期首残高 4,938 8,524

現金及び現金同等物の期末残高 8,524 13,046
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。なお、当該会計方針の変更による連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当連結会計年度の期首から適用しており

ます。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前連結会計年度については遡及適用後の連結財務諸表となっており

ます。なお、当該会計方針の変更による前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

(表示方法の変更)

(連結損益計算書関係)

前連結会計年度において、「営業外収益」の「その他」に含めていた「不動産賃貸料」は、営業外収益の総額の

100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。この表示方法の変更を反映させる

ため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外収益」の「その他」に表示していた259百万円

は、「不動産賃貸料」52百万円、「その他」206百万円として組み替えております。

前連結会計年度において、「営業外費用」の「その他」に含めていた「不動産賃貸原価」は、営業外費用の総額

の100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。この表示方法の変更を反映させ

るため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外費用」の「その他」に表示していた67百万円は、

「不動産賃貸原価」2百万円、「その他」65百万円として組み替えております。



東テク株式会社(9960) 2025年３月期 決算短信

－12－

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、主に市場、製品及びサービスの性質を総合的に勘案して事業セグメントを決定しており、「商品

販売事業」「工事事業」の２区分を報告セグメントとしております。なお、それぞれの報告セグメントに含まれる主

な製品及びサービスは以下のとおりであります。

(1) 商品販売事業 ：空調機器、制御機器、省エネ機器、アフターサービス

(2) 工事事業 ：計装工事、管工事、電気設備工事、機械器具設置工事

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

報告されているセグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に記載して

いる方法を原則的な方法としつつ、一部のセグメント間取引については当社グループの管理会計上の基準に基づいて

会計処理を行っております。

報告セグメントの利益は、売上総利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価

格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

（注)１
合計

調整額

(注)２

連結

財務諸表

計上額

（注)３

商品販売

事業
工事事業 計

売上高

外部顧客への売上高 83,880 56,808 140,689 43 140,732 - 140,732

セグメント間の
内部売上高又は振替高

2,334 65 2,400 - 2,400 △2,400 -

計 86,214 56,874 143,089 43 143,133 △2,400 140,732

セグメント利益 17,810 16,715 34,525 25 34,551 △0 34,550

セグメント資産 57,747 41,422 99,169 165 99,334 1,144 100,479

その他の項目

減価償却費 - 5 5 13 18 △0 17

減損損失 - - - - - - -

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

2,808 1,945 4,754 1 4,756 - 4,756

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業を行っておりま

す。

２．(1) セグメント利益の調整額△0百万円は、主にセグメント間取引に係る消去額であります。

(2) セグメント資産の調整額1,144百万円には、各事業セグメントに配分していない全社資産1,302百万円及

びセグメント間の債権債務消去等△157百万円が含まれております。全社資産は、主に事業セグメントに

帰属しない余資運用資金及び長期投資資金等であります。

３．セグメント利益は、連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。
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当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

（注)１
合計

調整額

(注)２

連結

財務諸表

計上額

（注)３

商品販売

事業
工事事業 計

売上高

外部顧客への売上高 90,686 65,232 155,919 38 155,958 - 155,958

セグメント間の
内部売上高又は振替高

2,397 71 2,468 - 2,468 △2,468 -

計 93,084 65,303 158,387 38 158,426 △2,468 155,958

セグメント利益 19,721 22,143 41,864 22 41,886 1 41,887

セグメント資産 60,739 43,366 104,105 150 104,256 972 105,229

その他の項目

減価償却費 - 2 2 11 14 △0 13

減損損失 - - - - - - -

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

664 651 1,316 0 1,317 - 1,317

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業を行っておりま

す。

２．(1) セグメント利益の調整額１百万円は、主にセグメント間取引に係る消去額であります。

(2) セグメント資産の調整額972百万円には、各事業セグメントに配分していない全社資産1,157百万円及び

セグメント間の債権債務消去等△184百万円が含まれております。全社資産は、主に事業セグメントに帰

属しない余資運用資金及び長期投資資金等であります。

３．セグメント利益は、連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

１株当たり純資産額 1,299.26円 1,487.75円

１株当たり当期純利益 170.36円 272.06円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．2024年４月１日付けで普通株式１株につき３株の割合をもって株式分割を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり純資産額、１株当たり当期純利益を算定してお

ります。

３．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 7,004 11,194

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益(百万円)
7,004 11,194

期中平均株式数(株) 41,114,122 41,147,487
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(重要な後発事象)

（株式取得による会社等の買収）

当社は、2025年２月21日付の取締役会において、三王機工株式会社の株式を取得し、同社を当社の子会社とする

決議及び同日付で株式譲渡契約を締結いたしました。当該契約に基づき2025年４月１日付で全株式を取得し、子会

社化いたしました。

(１)被取得企業の名称及び事業の内容及び規模

① 被取得企業の名称：三王機工株式会社

② 事業の内容：自動制御設備工事、中央監視システム工事等

③ 規模：資本金50百万円

(２)株式取得の目的

三王機工株式会社は兵庫県神戸市を中心として主に計装工事事業、メンテナンス事業を展開しており、計装工

事技術に関する優れたノウハウを有しております。

計装業界において慢性的な技術人員不足が続く状況下、経験豊富で優秀な技術人員を多数擁する同社を当社グ

ループに加えることで、計装工事事業の業容拡大及び陣容強化を通じて同事業の更なる収益性の向上を図ること

ができるものと考え、この度、三王機工株式会社の株式を取得し同社を子会社とすることを決定いたしました。

(３)株式取得の相手方の名称

田中 照秀 87％

三王機工株式会社（自己株式） 13％

(４)株式取得の時期

株式取得日 2025年４月１日

(５)取得する株式の数、取得価額及び取得後の持分比率

① 取得する株式の数：87,000株

② 取得価額：本件株式及びアドバイザリー費用等 1,349百万円(自己資金による)

③ 取得後の持分比率：100％


